
川崎市中央卸売市場北部市場

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2024年数量 5,772 5,617 5,290 5,680 5,548 5,225 5,348 5,768 5,504 6,107 6,007 6,161

2025年数量 5,557 5,262 5,453 5,493 5,974 5,352 5,424 5,342 5,873 5,988 5,997 6,593

2024年平均単価 223 242 286 303 298 270 287 303 323 286 284 321

2025年平均単価 326 314 326 303 261 286 300 310 313 280 270 271
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平均単価（円/kg）取扱数量（トン）
【野菜】

一部の産地を除いて、比較的順調な生育・入荷となりました。前年の高単価の影響で積極的に販売する

スーパー・量販店は少なく、小売店などでも販売価格が高く設定されていたため、小売り側の販売意欲が少

なく卸売価格も伸び悩み、単価・金額ともに前年を下回る結果となりました。数量はやや増加、平均単価は

安く推移しました。

前年比数量 １０７％、平均単価 ８５％で終了しました。

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2024年数量 1,249 1,338 1,003 778 816 1,006 1,479 1,311 841 861 1,125 1,378

2025年数量 970 843 673 604 665 860 1,361 1,205 910 912 1,234 1,669

2024年平均単価 518 532 573 610 540 471 443 567 539 485 443 546

2025年平均単価 636 647 699 622 561 505 478 549 539 410 407 484
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平均価格（円／kg）取扱数量（トン） 【果実】

前年同月は構成比の高い温州みかんが西南暖地を中心に記録的な不作により、全体的に数量減・単価高

であったが、今年度は数量・単価ともに一昨年並みの推移となりました。また、いちごが関東物を中心に前

年より数量増となった影響もあり、果実全体としては数量増・単価安となりました。数量はかなり増加、平均

単価は安く推移しました。

前年比数量 １２１％、平均単価 ８９％で終了しました。

令和７年(２０２５年)１２月 青果部種類別市況


